





Living Like a Plant
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　「知を愛し，世界へ」をモットーに掲げる大学の
学生に，「世界の中心はどこだと思いますか」と聞
くと，ほぼ半数が首をかしげながら「アメリカ？」
と答える。アメリカはおろか外国に行ったことすら
ないので，心もとなげである。これがいまの日本の
若者の一般的な意識なのだろう。だとしたら，その
意識はどこで植え付けられたものなのだろうか。も
し，教育もそれに加担しているとしたら，学校とい
うのは，生まれ育った地域とはかけはなれた，地に
足のついていない人間を育てているのかもしれな
い。「自分が立っているところが世界の中心だと思っ
てください。そうすると，自分にとって『地域』と
はどの範囲のことですか」と，次の問いを学生たち
に投げかける。
　昨年，ある高校の授業に出向いて話をした。とい
うより，話の代わりにワークショップを行った。頼
まれたテーマは「地域と学校」。最近は学校も地域
に目を向けるようになっているらしい。あれこれと
考えをめぐらしたが，「地域」と「学校」はどうも
しっくりこない。地域と学校・・・，学校は地域の
中に位置するが，地域も学校もともに「場所」であ
る。では，どんな場所なのか。私にとって，地域は
自分が暮らす場所，人が生きていく場のことであ
り，学校は学びの場，人を育てる場所。では，どう
いう人間を育てているのだろうか。そこまで考え
て，ふと思い当たった。学校というところは野菜苗
をポットで育てるように，人を育てているところな
のではないか，と。
　「一所懸命」という言葉がある。意味は「賜った
一箇所の領地を生命をかけて，生活の頼みとするこ
と」１）。この言葉は，動物である人間よりも植物に
こそふさわしい。人の目には花，実，葉，茎など地
上の部分しか映っていないが，植物というのは，地
上にあるのは全体の半分でしかなく，それとほぼ同
じ大きさの根が土の中に隠れている。植物を移植す
ると，根の部分が大きなダメージを受ける。植木の
場合，大きく育ったものほど深く広く根を張ってい
るので，移植には「根回し」という，下準備の作業
をほどこしておく必要がある。一般に，大きく成長
したものほど，移植が難しい。
　昔は多くの人がそうだったが，今でも，植物のよ
うに地域に根ざして生きている人たちがいる。災害
や戦争などで生地を離れなければならなくなったと
き，植物を相手にする農業者や長年暮らし続けた年
寄りたちのように，その地に根を深く張っていた人
ほど受けるダメージは大きい。日本列島ではさまざ
まな災害が繰り返されるが，避難民の中には，長
く，心と身体の不調から回復できない年寄りがい
る。ダメージが，致命的な場合もありうる。
　米，野菜，果物，花など農作物の多くは，いまで
は畑に種をじかにまかずに，ポットで苗を大きくし
てから，それを畑に移植する。ポット苗は，まずは
手の行き届く保護下で安全に育て，まだ小さいうち
に，土が根についたままの状態で，つまり根をいた
めずに畑に植えるために考えだされた方法である。
　学校というところは，地域の子供たちを集めて育
てている。学校の教育を通して，子どもたちは生ま
れ育った地域をはなれてどこの地域でも生きていけ
る資質が培われる。そういう意味で，大学も含めて
学校は，ポット苗を育てるように人間を育てている
場といえる。学校の先生は，さしずめ一生のほとん
どをポットの中だけで過ごす人たちといえるだろ
う。そもそも今の学校制度の起源をたどれば，近代
国家創設期の明治の時代にまでさかのぼる。それま
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を嫌った。高等教育を受けると，育った地域を離
れ，家を継がない場合が多かったからである。
　大学のキャンパスの一画を，学生とともに耕しは
じめて丸６年になろうとしている。昨年は，台風の
翌朝，一夜にしてナスやオクラの葉が茶色に，緑の
藍の葉が群青に変色し，塩害というものをはじめて
畑の中で目の当たりにした。この小さな畑を通し
て，またそこで汗して過ごした時間の長さの分だ
け，この地の風土に対する理解が深まった。私の場
合，風土への理解が深まるにつれ，大学への愛着，
大学をこえた地域への愛着も，少しずつ心に根ざし
はじめている。
　愛知大学が豊橋にできて70年がたつ。大学も学校
だから「ポット苗」を育てるところに変わりはない
が，ポット苗を植えかえせずにそのまま放置してお
くと，ポットの底の穴から根が伸び出て，知らぬ間
に地面に根を張っていることがある。総合郷土研究
所，中部地方産業研究所，三遠南信地域連携（研
究）センター，地域政策学部，食農環境コースなど
は，さしずめポットの穴から伸び出た根のようなも
のなのだろう。
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での村や藩に根ざした人間を，他の地域に移動させ
ることは，実は容易なことではなかったのではない
だろうか。ある苦い経験が，私にその困難さを想起
させる。
　野にある薬草を畑に植えて育てるということを３
年間続けた。農林水産省から助成が出るというの
で，地域の仲間と諏訪湖流域薬草生産協議会をいう
組織を起ち上げ，オオバコ，ゲンノショウコ，ドク
ダミの３種類を選んで，畑で生産を試みた。漢方の
生薬の原料となる野草はいくつかあるが，長野県薬
草生産振興組合が買い取ってくれるのは14種類に限
られる。オオバコ，ゲンノショウコ，ドクダミを選
んだのは，たんに身近でよく目にする野草だったか
らである。オオバコは畑近くの道ばたに，ゲンノ
ショウコは畑の土手に，ドクダミは山際の半日陰に
よく見かける。それを条件の良い畑に移して植えさ
えすれば，簡単に育ってくれるだろうと考えた。
　育てた結果わかったのは，すくすく育つのは，い
つも畑で目にする別の雑草たちで，肝心の薬草は，
草取りばかりしていられなくてほっておくと他の草
に負けて息絶え絶えの状態だった。簡単に育つと
思ったのは全くの誤算だった。野に生えているの
は，そこが植物にとって生育に適した地であるから
であり，わざわざ畑で栽培するより，自生地から採
取した方が理にかなっていると思う。誰もやらない
から補助金が出るのであり，補助を受けたのは１年
間だけだったが，事業は３年間続けて報告する義務
があった。３年続けてやれやれ終わりになると思っ
たら，当初の計画目標に達していないから，達成す
るまで続けてください，という。後悔と苦労の末に
得たのは，人類の農耕の始原への想いである。人間
が畑で作物を育てはじめたときの試行錯誤も同じよ
うなものではなかったか，と思った。
　いま畑で栽培される作物は，人の手によって，長
い年月をかけて栽培され続けてきたものに限られ
る。畑の作物と同じように，いまの人間は学校で教
育がほどこされて大きくなる。種がこぼれて自然に
育つ野草のように，人間も家庭や地域のなかで，
ほっておいても育つ，という考えが通用したのは，
だいぶ前，近代以前のこととされる。近代になって
も，農家の親は跡継ぎの子どもが上の学校に行くの
